
北の専門高校ONE-TEAMプロジェクト

「観光産業理解促進セミナー」

セミナーレポート 令和７年10月28日（火）開催

参加者の声

▶ 授業で活用できるマーケティングツールの活用事例が参考になりました。（教育委員会関係者）
▶ 情報があふれる現代社会において、データを正しく読み解き、活用する力は不可欠である。生徒
にその力を育むためにも、教育現場でビックデータの活用を取り入れる必要性を強く感じました。
（専門高校教員）

▶ RESAS以外に活用できるデータをあまり知らなかったので、参考になった。（普通科高校教員）
▶ 自分はデータの活用についてあまり取り組んでこなかったので、今回のデータ活用方法はとても
参考になりました。数字を見える化することの大切さを学びました。（専門高校教員）

▶ 実際に高校で行われている授業や企業等との連携についての情報を得ることができ、有意義な内
容だった。本校も企業との連携を多く行っているので、今後の取組の参考としたい。（専門高校
教員）

▶ 長崎県が県全体で取り組んでいる教育施策や地域連携の事例を知り、自治体が一体となって教育
の質向上や地域活性化を目指す姿勢に強い感銘を受けた。（専門高校教員）

▶ 市場規模や旅行者層の異なる複数の取組事例があったため、参考になりました。（教育委員会関
係者）

セミナーの内容

講演資料（日本観光振興協会 森岡様）

【アンケート結果（一部）】※回答数19

◆講演①
・演 題：「観光ビジネスにおけるマーケティングとデータ分析」
・講 師：公益社団法人日本観光振興協会観光DX共創部長 森岡 順子 氏

◆講演②
・演 題：「道外での観光に関する学習の取組事例」
・講 師：長崎県教育庁高校教育課キャリア教育班 参事 馬場 剛 様

高校の教員等が、観光産業に関する理解を深め、本道産業構造の変化に対応した指導の充実を図る

とともに、高校と産業界が一体となった観光産業を担う人材育成の取組を推進するため、オンライン
セミナーを開催しました。

全道から高校教員、観光業界関係者、教育委員会関係者合わせて25名に参加いただきました。
ここでは、本セミナーの実施状況を紹介しますので参考にしてください。

講演資料（長崎県教育庁 馬場様）


